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安全にご使用いただ く ために

人体への損傷を避け、 本製品やこれに接続されている製品への損傷を防
止する ために、 次の安全性に関する注意を よ く お読み く ださい。 安全に
ご使用いただ く ために、 本製品の指示に従って く ださ い。

資格のあ るサービ ス担当者のみが、 保守点検手順を実行する必要があ り
ます。

本製品をご使用の際に、 他のシステムの製品にア ク セス し なければな ら
ない場合があ り ます。 システムの操作に関する警告や注意事項について
は、 他のシステム ・ マニュ アルの 『安全にご使用いただ く ために』 をお
読み く ださい。

火災や人体への
損傷を防ぐには

接続と切断は正し く 行って く だ さい。  プローブ出力を測定機器に接続し

てから、 プローブを被測定回路に接続し て く ださい。 プローブ入力を被
測定回路から切断してから、プローブを測定機器から切断して く ださい。 

すべての端子の定格に従って く だ さい。火災や感電の危険を避けるために、
本製品のすべての定格と マーキングに従って く ださい。 本製品に電源を接
続する前に、 定格の詳細について、 製品マニュ アルを参照して く ださい。

共通端子を含むどの端子にも、 その端子の最大定格を超え る電位をかけ
ないで く ださい。

カバーを外し た状態で動作させないで く だ さい。 カバーやパネルを外し た
状態で本製品を動作させないで く ださい。 

回路の露出を避けて く だ さい。 電源がオンの と きに、 露出し た接地部分や
コ ンポーネン ト に触れないで く ださい。 

障害の疑いがある と きは動作させないで く だ さい。 本製品に損傷の疑いが
あ る場合、 資格のあ るサービ ス担当者に検査し て も ら って く ださい。

湿気の多いと こ ろで動作させないで く だ さい。

爆発しやすい環境で動作させないで く だ さい。

製品表面を清潔で乾燥し た状態に保って く だ さい。
P7313 5X/25X 差動プローブ ・ テ ク ニカル ・ リ フ ァ レ ン ス iii



安全にご使用いただ く ために
記号と用語 本マニュアル内の用語。 本マニュアルでは、 次の用語を使用し ます。 

本製品に関する記号。 本製品では、 次の記号を使用し ます。

警告 ： 「警告」 では、 怪我や死亡の原因 と な る状態や行為を示し ます。  

注意 ： 「注意」 では、 本製品やその他の資産に損害を与え る状態や行為を
示し ます。 

注意
マニュ アルを

参照
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はじめに

このマニュ アルでは、 「P7313 12.5 GHz および P7380 8 GHz 5X/25X 差
動プローブ ・ ユーザ ・ マニュ アル」 で説明されていないか、 または簡単
にしか触れられていない項目の詳細について説明し ます。

本書で説明する内容の概要は次の と お り です。

動作原理 －ユーザ ・ マニュ アルでは説明されていない、 プローブの

詳細について説明し ます。

リ フ ァ レ ン ス－差動測定に関する内容 と 、 測定精度を向上させる方

法について説明し ます。

仕様 －プローブおよびプローブ Tip-Clip アセンブ リ の保証特性、 代

表特性、 および公称特性について説明し ます。

性能検査 －保証さ れている 仕様を確認する 手順について説明し ま す。

ユーザ ・ サービ ス－ ト ラ ブルシ ューテ ィ ング と プローブの保守につ

いて説明し ます。
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動作原理

こ こ では、 動作に関し て考慮すべき事項およびプロービング技法につい
て説明し ます。差動測定 と同相除去比（CMRR）の詳細については、9 ペー
ジの 「 リ フ ァ レン ス」 セ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

P7313 プローブは高帯域に対し て最適化されてお り 、 汎用のプローブで
はあ り ません。 プローブ ・ ヘッ ド と チッ プは電気特性 と高密度回路に対
する作業に適合する よ う に小型化されている ため、 取 り 扱いには注意が
必要です。

入力電圧の制限

P7313 差動プローブは、 低電圧回路のプロービング用 と し て設計されて
います。 電圧をプロービングする前に、 最大入力電圧、 コモン ・ モー ド
信号の範囲、 および差動モード信号の範囲に関する制限を確認し て く だ
さい。 制限の具体的な内容については、 14 ページを参照し て く ださい。

最大入力電圧 最大入力電圧は、 入力によ ってプローブの入力回路が損傷し ない最大電
圧を表し、 こ の電圧はグ ラ ン ド に対する値です。

注意 ： プロ ーブが損傷する のを防ぐ ために、 取り 扱いに注意し てく ださ い。
乱暴な扱いや不注意な使用によ ってプロ ーブが損傷する 可能性があり ま す。

注意 ： P7313 差動プロ ーブの入力が損傷を受けないよ う にする ために、 それ
ぞれの入力の間ま たはプロ ーブ入力と グラ ンド の間に ±15 V（ DC + ピーク

AC） を超える 電圧を加えないよ う にし てく ださ い。
P7313 5X/25X 差動プローブ ・ テ ク ニカル ・ リ フ ァ レ ン ス 3



動作原理
動作電圧ウ ィ ン ド ウ 動作電圧ウ ィ ン ド ウには、プローブの入力回路が飽和し ない範囲内でそ
れぞれの入力に加え る こ と ができ る、グ ラ ン ド を基準にし た最大電圧が
示されます。図 1 を参照し て く ださい。差動モード の仕様を満た し てい
る場合で も、 コモン ・ モード電圧が動作電圧ウ ィ ン ド ウの範囲を超え る
と、 出力波形が正し く 表示されない場合があ り ます。 仕様については、
14 ページを参照し て く ださい。

差動モー ドの信号範囲 差動モード の信号範囲は、プローブが歪みのない信号を取 り 込むこ と の
でき る正入力電圧 と負入力電圧の最大電圧差です。電圧によ る歪みが大
きすぎ る と、 測定が ク リ ッ プし た り 不正確にな る可能性があ り ます。 差
動モード の信号範囲 （プローブのダ イナ ミ ッ ク ・ レンジ） は、 図 1 に示
すよ う に、 5x および 25x ア ッ テネータ設定で異な る値を有し ます。 仕
様については、 14 ページを参照し て く ださい。

図 1 ： ダイナ ミ ッ ク ・ レンジ

同相除去

同相除去比 (CMRR) は、両方の入力に共通の信号を除去するプローブの
能力を表し ます。 よ り 正確には、 CMRR はコモン ・ モー ド ・ ゲイ ンに対
する差動ゲイ ンの比率です。 比率が高 く な る と それに比例し て コモン ・
モー ド信号を除去する能力も高 く な り ます。CMRR は周波数によ って変
化し、 通常は周波数が高 く な るにし たがって低下し ます。 CMRR の詳細
については、 15 ページを参照し て く ださい。
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動作原理
帯域幅を最大にするプロービング技法

プローブの帯域幅は、 図 2 に示すよ う な、 HBW ス ト レー ト ・ コード、
8 ミ ルワ イ ヤの Tip-Clip アセンブ リ を備えたプ ローブを回路に対し て
直接使用する と最も高 く な り ます。こ の Tip-Clip アセンブ リ は、Tip-Clip
の リ ー ド 線の長さ が約 50 ～ 70 ミ ルに ト リ ミ ング された場合に最大の
帯域幅を実現し ます。 ただし、 一部のプロービング作業は、 プローブに
付属する他のア ク セサ リ を使用する と よ り 簡単に行 う こ と ができ ます。
特に、 全周波数帯域が必要ないプロービング ・ アプ リ ケーシ ョ ンの場合
には便利です。 各 Tip-Clip の帯域幅性能については、 18 ページから始
ま る 「Tip-Clip アセンブ リ の仕様」 を参照し て く ださい。

図 2 ：  HBW ス ト レー ト ・ コー ド、 8 ミ ルワイヤの Tip-Clip アセンブ リ
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動作原理
入力イ ンピーダンス と プローブの負荷

回路にプローブ入力を接続する と、 新しい抵抗、 キ ャパシ タ ン ス、 およ
びイ ンダ ク タ ン スが回路に組み込まれた こ と にな り ます。差動プローブ
の各入力は、グ ラ ン ド に対し て 50 kΩ と い う 固有の入力イ ンピーダン ス

を持っています。

図 3 ： 代表的なプローブ入力のモデル

低いソース ・ イ ンピーダン ス と周波数を持つ信号に対し ては、 それぞれ
の入力における入力イ ンピーダン スの 50 kΩ と い う 値は、その入力が信

号ソースに負荷をかけないために十分な大き さ です。入力における信号
ソースのイ ンピーダン スが増加するにし たがい、プローブがソースによ
り 負荷をかけ、 信号の振幅が小さ く な り ます。 ソース ・ イ ンピーダン ス
が増加し た り 信号の周波数が高 く な るにし たがって、これらの要因を よ
り 考慮する必要があ り ます。 図 3 を参照し て く ださい。

信号の周波数も信号の測定に影響を与えます。信号の周波数が高 く な る
にし たがって、 プローブの入力イ ンピーダン スが低下し ます。 ソースの
イ ン ピーダン スに対し てプ ローブの イ ン ピーダン スの比率が低下する
と、 測定対象の回路にプローブの負荷がよ り 多 く かか り 、 信号の振幅が
減少し ます。入力イ ンピーダン ス と周波数の関係を示すグ ラ フについて
は、 18 ページから始ま る 「Tip-Clip アセンブ リ の仕様」 を参照し て く だ
さい。

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

6 P7313 5X/25X 差動プローブ ・ テ ク ニカル ・ リ フ ァ レン ス



動作原理
アクセサリ による電気的な影響

お使いのプローブに付属し ている Tip-Clip ア ク セサ リ を使用する と 、さ
まざまな種類のコ ンポーネン ト に接続する こ と ができ ます。 Tip-Clip ア
ク セサ リ は、 1 つのシステム と し て最適な性能を発揮する よ う に設計さ
れています。それぞれの Tip-Clip ア ク セサ リ が異な る特性を持っていま
す。 こ ら らのア ク セサ リ を使用する と接続が容易にな り ますが、 信号周
波数、 ソース ・ イ ンピーダン ス、 リ ード線の長さ と いった さ まざまな要
因に応じ て、選択する Tip-Clip ア ク セサ リ が測定信号に影響を与える こ
と に注意し て く だ さ い。 Tip-Clip の詳細については、 13 ページの仕様
を参照し て く ださい。
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動作原理
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リ フ ァ レンス

こ こ では、 差動測定に関する重要な リ フ ァ レ ン ス情報 と、 測定精度を向
上させる方法について説明し ます。

シングルエン ド測定

た と えば P7313 などの差動ブ ローブは、 ダ イナ ミ ッ ク ・ レ ンジ と オフ
セ ッ ト 電圧レ ンジの制限内でシン グルエン ド 測定を行 う ために使用す
る こ と ができ ます。 通常、 P7260 などのシングルエン ド ・ プローブは、
それに対応する差動プローブに比べて広いオフセ ッ ト ・ レ ンジを持って
います （表 1 を参照）。

差動プローブは、基準電圧 と し てグ ラ ン ド を使用し ないシングルエン ド
測定の ク ラ スに最適です。

SSTL_1,2 ： VTT, VREF = VDD/2 

PECL ： VREF = VCC-1.3

こ の ク ラ スのシングルエン ド信号を測定するには、 P7313 差動プローブ
の負の入力を VREF に接続し ます。

これらの用途では、VREF での AC または DC が公称値から変動し て も、

差動プローブによ って真の信号が表示されます。 一方、 グ ラ ン ド基準で
あ る シングルエン ド ・ プローブでは、 VREF におけ る変動が加え られた

信号が表示されます。

また差動プローブは、 シングルエン ド 信号または PCI Express や Serial
ATA のよ う な差動信号のいずれに対し て も、 グ ラ ン ド 基準のシングル
エン ド測定を行 う ために使用する こ と もでき ます。グ ラ ン ド基準のシン
グルエン ド信号を測定するには、P7313 プローブの負の入力をグ ラ ン ド
に接続し ます。

差動信号のシングルエン ド測定は、 コモン ・ モー ド電圧を測定し た り 差
動信号の対称性をチェ ッ クする ために使用し ます。

表 1 ： オフセ ッ ト ・ レンジ

プローブ DC オフ セッ ト 、
5X

ダイナ ミ ッ ク ・
レンジ、 5X

DC オフ セッ ト 、
25X

ダイ ナミ ッ ク ・
レンジ、 25X

P7240 +/- 5 V --- --- ---

P7313 差動
プローブ

+4 V、 -3 V 1.25 VPP +4 V、 -3 V 5 VPP
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リ フ ァ レ ン ス
差動測定

差動プローブは、シングルエン ド によ る制約をな く すためにグ ラ ン ド を
基準にする必要はあ り ません。 差動プローブの平衡入力は、 ほ と んどの
測定アプ リ ケーシ ョ ンで、 大き な柔軟性と 性能を提供し ます。

差動測定用のデバイ スは、 シングルエン ド ・ システムで発生する問題を
回避する よ う に設計されています。 これらのデバイ スには、 さ まざまな
差動プローブ、 差動増幅器、 およびア イ ソ レータがあ り ます。

差動増幅器 （図 4） は、 入力間で共通のすべての電圧を除去し、 入力間
の差を増幅する よ う な差動測定を行 う ために使用し ます。両方の入力に
共通の電圧はコモン ・ モード電圧 （VCM） と呼ばれる場合があ り 、 入力
間で異な る電圧は差動モード電圧 （VDM） と呼ばれます。

図 4 ： 差動増幅器の簡略化されたモデル

同相除去比 差動増幅器には、 除去でき ないコモン ・ モード信号があ り ます。 差動
増幅器がコモン ・ モード信号を除去する能力は、 同相除去比 （CMRR）
と し て表されます。 CMRR は、 差動モード のゲイ ン （ADM） を コモン ・

モー ド のゲイ ン （ACM） で除算し た値です。 こ の値は、 比率または dB 

で表されます。

通常、 CMRR は DC で最高 （最良） にな り 、 周波数が増え るにし たがっ
て低下し ます。 

Vout

+

--

+

+

VCM

+

V DM

2

V DM

2

 

CMR R =

ADM

ACM

dB = 20 log
ADM

ACM
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リ フ ァ レ ン ス
CMRR 誤差の評価 15 ページの図 5 は、 P7313 差動プローブの CMRR を示し ています。 こ
のデ ィ レーテ ィ ング ・ グ ラ フは、 正弦コモン ・ モード信号を前提と し て
います。

コモン ・ モー ド 信号が正弦ではない場合に CMRR 誤差の大き さ をすば
や く 評価する方法は、両方の リ ード線を回路の同じポ イ ン ト に接続する
こ と です。 オシ ロ ス コープには、 プ ローブで完全に除去 さ れない コ モ
ン ・ モード成分のみが表示されます。 この技法では正確な測定を行 う こ
と はでき ませんが、 コモン ・ モード誤差信号の振幅が大きいかど う かを
判断する こ と ができ ます。プローブの CMRR を最大にするには、Tip-Clip
のワ イヤを同じ長さ にし て く ださい。

CMRR に対する入力イ
ンピーダンスの影響

ソース ・ イ ンピーダン スに比べてプローブの入力イ ンピーダン スが低下
すればする ほど、 所定の ソ ース ・ イ ン ピーダン ス と の不均衡に よ って
CMRR が低下し ます。 2 つの入力における ソース ・ イ ンピーダン スの差
に よ って、 CMRR が低下し ます。 通常、 シン グルエン ド 測定を行 う と
ソース ・ イ ン ピーダン スが非対称にな る ため、 差動モー ド の CMRR が
低下する傾向があ る こ と に注意し て く だ さい。
P7313 5X/25X 差動プローブ ・ テ ク ニカル ・ リ フ ァ レン ス 11



リ フ ァ レ ン ス
シ リ アル ・ バスの標準規格

P7313 差動プローブを使用して測定される代表的な高速データ通信の標準規格を表 2 に示
し ます。

表 2 ： シ リ アル ・ バスの標準規格

シ リ アル ・ バス ・ データ ・
レー ト

ク ロ ッ ク周波数 第 3 次高調波 第 5 次高調波

InfiniBand 2.5 Gb/s 1.25 G3.75 3.75 GHz 6.25 GHz

PCI Express 2.5 Gb/s 1.25 GHz 3.75 GHz 6.25 GHz

SATA II 3.0 Gb/s 1.50 GHz 4.50 GHz 7.50 GHz

XAUI 3.125 Gb/s 1.56 GHz 4.69 GHz 7.81 GHz

Fibre Channel 4.25 Gb/s 2.125 GHz 6.375 GHz 10.625 GHz

FB-DIMM 4.8 Gb/s 2.4 GHz 7.2 GHz 12.0 GHz

PCI-express II 5.0 Gb/s 2.5 GHz 7.50 GHz 12.5 GHz

SATA III 6.0 Gb/s 3.0 GHz 9.0 GHz 15.0 GHz

2x XAUI 6.25 Gb/s 3.125 GHz 9.375 GHz 15.625 GHz

Fibre Channel 8.5 Gb/s 4.25 GHz 12.75 GHz 21.25 GHz

XF 10.0 Gb/s 5.0 GHz 15.0 GHz 25.0 GHz
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仕様

表 3 ～ 6 に示し た仕様は、 すべての TekConnect 機器または Tektronix
80A03 TekConnect アダプタに取 り 付け られた P7313 差動プローブに適
用されます。 他のオシ ロ ス コープで このプローブを使用する場合は、 オ
シ ロ ス コープが 50Ω の入力イ ンピーダン ス を持っている必要があ り ま

す。 プ ローブは、 表 3 に記載さ れている制限値を超えない環境に設置
し、 少な く と も 20 分間はウ ォーム ・ ア ッ プ し てお く 必要があ り ます。
P7313 差動プローブの仕様は、 保証特性、 代表特性、 および公称特性の
3 つのカテゴ リ に分類されます。 

保証特性

保証特性 （表 3） は、 公差限度または一定の形式試験済み要件の範囲内
で保証 さ れてい る 性能を表 し ま す。 検査す る 保証特性には、 表 3 の
チェ ッ ク欄に ✓ 記号が付け られています。

表 3 ： 保証電気特性   

特性 説明

✓ DC 減衰精度 ±2% 

✓ 出力 0 ±3 mV （+20 ～ +30 °C、 +68 ～ +86 °F） （5X） ±15 mV （オシロス コープ上）

±3 mV （+20 ～ +30 °C、 +68 ～ +86 °F） （25X） ±75 mV （オシロスコープ上）

✓ 立上り時間 <40 ps （プローブのみ、 HBW ス ト レー ト ・ コー ド、 8 ミ ルワイヤの Tip-Clip ア
センブ リ）、 その他すべての Tip-Clip アセンブ リは代表特性

温度 動作時 ： 0 ～ +40 °C （+32 ～ +104 °F）、

非動作時 ： -55 ～ +75 °C （-131 ～ +167 °F） 1

湿度 動作時 ： 0-90% 相対湿度、 +0 ～ +40 °C でテス ト 済み （+32 ～ +104 °F）

非動作時 ： 0-90% 相対湿度、 -55 ～ +75 °C でテス ト 済み （+67 ～ +167 °F）

1 次の警告を参照し て く だ さい。

警告 ： 高い環境温度でのやけ ど を防止する ために、 非動作時の温度が
+75 °C （+167 °F） を上回っている と きは素手でプローブに触れないで く
だ さい。 プローブが冷める まで十分待ってから取 り 扱って く ださい。
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仕様
代表特性

代表特性 （表 4 および 5） は、 標準的であって も保証はされていない性
能を表し ます。

表 4 ： 代表的な電気特性

特性 説明

差動入力抵抗 （DC カ ッ プ リ ング） 104 kΩ ±2%

コ モン ・ モー ド入力抵抗 （DC カ ッ
プ リ ング）

52 kΩ ±1 kΩ

差動オフセ ッ ト ・ レンジ -3.0 V ～ +4 V

ノ イズ < 31 nV/     （5X）

< 75 nV/    （25X）

入力イ ンピーダンス 詳細については、18 ページの「Tip-Clip アセンブ リ」を参照し て く だ さい。

周波数帯域 詳細については、 18 ページの 「Tip-Clip アセンブ リ」 を参照し て く だ さ
い。 （+ 2.0dB、 -3 dB） 環境温度の範囲 20 °C ～ 30 °C に対し て

小さい信号の立上り時間 詳細については、 18 ページの 「Tip-Clip アセンブ リ」 を参照し て く だ さ
い。 環境温度の範囲 20 °C ～ 30 °C

同相除去比 図 5 を参照し て く だ さい。
>DC で 50 dB - 1 MHz （DC でテス ト 済み）
>1 GHz で 35 dB
>6 GHz で 20 dB
>12.5 GHz で 15 dB

最大非破壊入力電圧 それぞれの入力の間またはプローブ入力とグラ ン ドの間で
±15 V(DC + ピーク AC)

差動信号範囲 （DC カ ッ プ リ ング） ±0.625 V （減衰設定 5X） 
±2.0 V （減衰設定 25X）

動作電圧ウ ィ ン ド ウ -3.0 V ～ +4.0 V (5X または 25X)

直線性 ±0.75% （ダイナ ミ ッ ク ・ レンジ -0.625 V ～ +0.625 V、 5X）

±1.0% （ダイナ ミ ッ ク ・ レンジ -2 V ～ +2 V、 25X）

DC オフセ ッ ト ・ ド リ フ ト 50 μV/°C （プローブの出力）

0.25 mV/°C （TekConnect イ ン タ フ ェ ースによるスク リーンへの表示）

DC 電圧測定精度 ±( 入力の 2% + （オフセ ッ ト の 2%） + 50 mV + 7.5 mV） 5X

±( 入力の 2% + （オフセ ッ ト の 2%） + 50 mV + 40 mV） 25X

Hz

Hz
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仕様
図 5 ： 代表的な同相除去比 （5X 減衰）
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仕様
図 6 ： プローブ と Tip-Clip の寸法

表 5 ： 代表的な機械特性

特性 説明

寸法、 補正ボ ッ クス 107 mm × 41 mm × 26 mm （4.2 イ ンチ × 1.6 イ ンチ × 1.0 イ ンチ）

寸法、 プローブ ・ ヘ ッ ド 19.43 mm × 3.30 mm × 7.6 mm （0.765 イ ンチ × 0.130 イ ンチ × 0.300 イ ンチ）

寸法、 ケーブル長 1.2 m （47 イ ンチ） （プローブ ・ ヘ ッ ド から補正ボ ッ クスまで）

単体重量 1.550 g （3.1 ポン ド） （プローブ、 アクセサリ、 および梱包材）
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仕様
公称特性

公称特性 （表 6） は保証されている特性を表し ますが、 こ の特性には公
差制限があ り ません。

表 6 ： 公称の電気特性

特性 説明

入力設定 差動 （+ および - の 2 つの入力）

出力カ ッ プ リ ング DC

減衰設定 5X および 25X

終端 50 Ω への終端出力
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仕様
Tip-Clip アセンブ リの仕様

注 ： 次の Tip-Clip アセンブ リ では、 特
に指定がない限り すべての仕様が代表
特性です。

HBW ス ト レー ト ・ コー ド、 8 ミ ルワイ
ヤの Tip-Clip アセンブ リ  
Tektronix 部品番号 ：
020- 2639-XX (10 個 )
020- 2657-XX (5 個 )

周波数帯域 ： >12.5 GHz 
10/90 立上り時間 ：   <40 ps 
20/80 立上り時間 ：   <25 ps 

負荷 ： 差動 ZMIN >200 Ω ～ 10 GHz

高周波数用で良好な信号忠実度。 大
き いコ ン ポーネント への接続に最適
です。

100 MHz 1 GHz 10 GHz
--12

--9

--6

--3

--0

3

6

100 K

10 K

1 K

100 K
100 KHz 1 MHz 10 MHz 100 MHz 1 GHz 10 GHz

Bd
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仕様
HBW ラ イ ト アングル ・ コー ド、 8 ミ ル
ワイヤの Tip-Clip アセンブ リ  
Tektronix 部品番号 ：
020- 2638-XX (10 個 )
020- 2656-XX (5 個 )

周波数帯域 ： >12 GHz 
10/90 立上り時間 ：   <42 ps 
20/80 立上り時間 ：   <27 ps 

負荷 ： 未定

大きいデバイスに取り付ける場合に、
使いやすさ と最良のパフ ォーマンスの
両方を同程度に満足させるのに適し て
います。

注意 ： コー ド に過度の負荷が加わ
るのを避けるため、 90 度を越える
角度で コー ド を押し付けないで く
だ さい。 信号が間欠的になる原因
と なる場合があ り ます。

90°

100 MHz 1 GHz 10 GHz
--12

--9

--6

--3

--0

3

6

Bd
P7313 5X/25X 差動プローブ ・ テ ク ニカル ・ リ フ ァ レン ス 19



仕様
短いコー ド 、 小さい抵抗器付きの 
Tip-Clip アセンブ リ
Tektronix 部品番号 ： 020- 2600-XX

周波数帯域 ：            >8.0 GHz 

10/90 立上り時間 ：   <55 ps* 
20/80 立上り時間 ：   <35 ps 
* 保証値

負荷 ： 差動 ZMIN 290 Ω （8 GHz） 

全体にわたっ て最良の信号忠実度。
小さ いビ アと ピ ッ チの細かい回路に
接続する 場合は、 小さ い抵抗器が理
想的です。
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仕様
中程度の長さのコー ド、 小さい抵抗器
付きの Tip-Clip アセンブ リ  

Tektronix 部品番号 ： 020- 2602-XX

周波数帯域 ： >7.0 GHz 
10/90 立上り時間 ：   <55 ps 
20/80 立上り時間 ：   <35 ps

負荷 ： 差動 ZMIN 290 Ω （8 GHz）

小さいデバイスまたは回路基板のビア
に取り付ける場合に、 使いやすさ と最
良のパフ ォーマンスの両方を同程度に
満足させるのに適し ています。
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仕様
長いコー ド 、 小さい抵抗器付きの 
Tip-Clip アセンブ リ  

Tektronix 部品番号 ： 020- 2604-XX

周波数帯域 ： >6.0 GHz 
10/90 立上り時間 ：   <130 ps 
20/80 立上り時間 ：   <40 ps 

負荷 ： 差動 ZMIN 360 Ω （8 GHz）

ステ ッ プ応答性が良好で、 到達範囲の
広いアセンブ リ です。 届きに く い場所
にある小さ なビア と ピ ッ チの細かい回
路に接続する場合に役立ちます。DIMM
モジュール間の幅に合 う よ う にサイズ
を調整できます。 4 GHz よ り高速の信
号にはお勧めできません。 
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仕様
ス ク エア ・ ピン、
Tip-Clip アセンブ リ
当社部品番号 ： 020-2701-XX

周波数帯域 ： >6.0 GHz
10/90 立上り時間 ： <70 ps
20/80 立上り時間 ： <50 ps

中心で 0.1 イ ンチ間隔で直径 0.025 イ
ンチのスク エア ・ ピン をプロービング
する場合は、 ス ク エア ・ ピ ン Tip-Clip
アセン ブ リ を使用し ます。 ス ク エア ・
ピンは、 高速の電気信号に と っ ては理
想的な ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン ・ パスでは
あ り ません。 ス ク エ ア ・ ピ ンは、 100
ps または 3 GHz よ り 高速の信号には
お勧めできません。
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仕様
可変スペーシング Tip-Clip アセンブ リ
Tektronix 部品番号 ： 020- 2596-XX

周波数帯域 ： >8 GHz 
TR ： 10/90 <55 ps、 20/80 <35 ps 
負荷 ： 差動 ZMIN 220 Ω （8 GHz）

間隔が 0.020 ～ 0.180 イ ンチあるテス
ト ・ ポイ ン ト をプロービングする場合
に、 可変スペーシング Tip-Clip アセン
ブ リ を使用し ます。 

関節ピンを取り扱う場合は注意が必要
です。
24 P7313 5X/25X 差動プローブ ・ テ ク ニカル ・ リ フ ァ レン ス



性能検査

P7313 差動プローブの出力オフセ ッ ト 電圧、 DC 減衰精度、 および立上
り 時間について、 保証 さ れてい る仕様を検査する手順を以下に示し ま
す。 推奨される校正間隔は 1 年間です。

必要な機器

性能検査の手順を実行する ために必要な機器を表 7 に示し ます。 コネ ク
タの種類 と数量は、 使用する機器に応じ て異な り ます。

注意：ESD によ ってプローブが損傷するのを防止する ために、常
に帯電防止 リ ス ト ・ ス ト ラ ッ プを着用し （お使いのプローブに付
属） 、 プローブを取 り 扱 う と きは静電気防止措置が施された作業
台で作業し て く ださい。 

表 7 ： テス ト 機器 

説明と数量 性能要件 推奨例 1

サンプリ ング・ オシロス
コ ープ

Tektronix TDS8200 シリ ー
ズ

サンプリ ング・ モジュ ール 20 GHz の周波数帯域 Tektronix 80E03 または 
80E04

パルス発生器 <25 ps の立上り 時間 Tektronix 80E04 TDR

サンプリ ング・ ヘッ ド 延
長ケーブル

1 m 012- 1568- 00

TekConnect プローブ・ イ ン
タ フ ェ ー ス・ モ ジ ュ ー ル

（ 少し 剛性を 持つケーブ ル
付き ）

フ ァ ームウェ ア・ バージョ
ン V2.0 以上

Tektronix 80A03
（ 174-4857-XX ケーブル付
き）

TekConnect-SMA 変換アダ
プタ

27 ページを参照して く ださ
い

Tektronix TCA-SMA

DMM（ 2）、（ リ ード 線付
き ）

0.1 mV Fluke 187 または同等品
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性能検査
オプシ ョ ン ・ ツール ： ト ルク ・ レ ンチを使用する と 以下の説明で示

される公称 ト ルク値を満たすため、 確実に接続でき ます。

デュ アル電源 5.0 VDC（ 200 mA） B+K Precision 1760A また
は同等品

同軸ケーブル オス -オス BNC、 50Ω 012- 0057-XX

検査リ ード バナナ・ プラ グ端子（ 赤） 012- 0031-XX

検査リ ード バナナ・ プラ グ端子（ 黒） 012- 0039-XX

検査リ ード （ 2） ミ ニ・ プラ ンジャ （ テス
ト ・ ク リ ッ プ付き ）

Mueller BU- 1120

アダプタ BNC（ M）-ミ ニグラ バ 013- 0342-XX

アダプタ SMA（ オス）-BNC（ メ ス） 015- 1018-XX

アダプタ SMA オス -オス 015- 1011-XX

フ ィ ード ・ スルー終端 BNC、 50 Ω  ± 0.05 Ω 011- 0129-XX

プローブ校正アダプタ 27 ページを参照して く ださ
い

067- 1616-XX

長いコ ード 、 小さ い抵抗
器付き の Tip-Clip アセンブ
リ

22 ページを参照して く ださ
い

020- 2604-XX2

HBW スト レート ・ コ ード 、
8 ミ ルワイ ヤの Tip-Clip ア
センブリ

18 ページを参照して く ださ
い

020- 2639-XX2

SMA ト ルク ・ レンチ 5/16-  イ ンチ（ 7.8 mm）、 7 
イ ンチ-ポンド

ピンセッ ト プローブ･チッ プを取り 外す
場合（ 34 ページを参照）

1 9 桁の部品番号 （xxx- xxxx- xx） は Tektronix の部品番号です。

2 プローブに付属するス タ ンダー ド ・ アクセサリ です。

表 7 ： テス ト 機器  （続き）

説明と数量 性能要件 推奨例 1
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性能検査
必要と なる特殊なアダプ タ

表 7 に示されている アダプタのい く つかは、 Tektronix か らのみ入手可
能です。 以下では、 これらのアダプタについて説明し ます。

TekConnect-SMA 変換
アダプ タ

TekConnect- SMA 変換アダプタ （Tektronix 部品番号 TCA- SMA） を使用
する と、SMA ケーブルまたはプローブを TekConnect 入力に接続する こ
と ができ ます。図 7 を参照し て く だ さい。 アダプタ を接続し た り 取 り 外
し た り する方法は、 プローブの場合 と同じです。

こ のアダプタは、これらの性能検査の手順だけでな く 測定の用途にも使
用でき る、 オシ ロ ス コープのア ク セサ リ です。

図 7 ： TekConnect-SMA 変換アダプ タ

プローブ校正アダプ タ こ のマニュ アルの一部の手順でプローブ校正アダプタ を使用し ます
（Tektronix 部品番号 067- 1616-XX）。  

こ の校正アダプタ を使用する と、シングルエン ド の立上 り 時間測定用の
プ ロ ーブ を検査す る こ と がで き ます。 ア ダプ タ の前面 と 後部にあ る
SMA コ ネ ク タでは、 プ ローブでア ク セスする ためにアダプタ を通過す
る ステ ィ ミ ュ ラ ス信号を適用する こ と ができ ます。 

図 8 ： プローブ校正アダプ タ
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性能検査
機器のセ ッ ト ア ッ プ

以下の検査手順を順番に実行する前に、 TDS 8200 オシ ロ ス コープの電
源をオフにし て く だ さい。 

以下の手順に従って、プローブを検査する ための機器のセ ッ ト ア ッ プ と
ウ ォーム ・ ア ッ プを行います。 

図 9 ： 検査前の構成

1. 80A03 TekConnect プローブ ・ イ ン タ フ ェース を TDS 8200 オシ ロ ス
コープのチャ ンネル 3 と  4 ス ロ ッ ト に接続し ます。図 9 を参照し て
く ださ い。

2. 80E0X サンプ リ ング ・モジ ュールを 80A03 TekConnect プローブ・ イ
ン タ フ ェースに接続し ます。 こ の と き、少し剛性を持つ SMA ケーブ
ルを接続し ないで く ださい。

3. 80A03 TekConnect プローブ ・ イ ン タ フ ェース ・ チャ ンネルの 1 つに
プローブを接続し ます。

4. サンプ リ ング ・ ヘッ ド ・ モジ ュール延長ケーブルを TDS 8200 オシ
ロ ス コープのチャ ンネル 7 と  8 ス ロ ッ ト に接続し ます。

5. 80E0X サンプ リ ング ・ モジ ュールをサンプ リ ング ・ モジ ュール延長
ケーブルの終端に接続し ます。 これ以降の性能検査手順では、 サン
プ リ ング ・ ヘッ ド ・ モジ ュール延長ケーブル と モジ ュールを接続し
たま まにし ておいてかまいません。

注意：ESD によ ってプローブが損傷するのを防止する ために、常
に帯電防止 リ ス ト ・ ス ト ラ ッ プを着用し （お使いのプローブに付
属） 、 プローブを取 り 扱 う と きは静電気防止措置が施された作業
台で作業し て く ださい。 

80A03
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性能検査
6. オシ ロ ス コープの電源を入れ、機器を 20 分間ウ ォーム ・ ア ッ プし ま
す。 プ ローブが認識 さ れ電源がオンにな る と、 TekConnect イ ン タ
フ ェースのステータ ス LED が緑色に点灯し ます。

7. Utilities （ユーテ ィ リ テ ィ ） メ ニューの Compensation （補正） を選択
し ます。 次に、 オシ ロ ス コープのデ ィ スプレ イに表示される指示に
従って補正を行い、 モジ ュール ・ チャ ンネル 3 と  4 の補正を保存し
ます。 両方のサンプ リ ング ・ モジ ュールについて補正手順を完了し
ます。

8. 39 ページの検査記録を複写し、 その用紙に性能試験の結果を記録し
ます。
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性能検査
出力オフセ ッ ト 電圧

以下の手順に従って、 出力オフセ ッ ト 電圧を測定し ます。 

1. 図 10 に示すよ う に機器を接続し ます。

2. プロ ーブを 80A03 モジュ ールに接続し ていない場合は、 接続し ま す。

3. 2 つの Tip-Clip リ ー ド線を短絡させます （図 10 を参照）。
BNC （m）- ミ ニグ ラ バ （黒） を、 ミ ニグ ラ バを グ ラ ン ド 接続せずに
使用する こ と をお勧めし ます。 

図 10 ： 出力オフセ ッ ト  0 検査用の構成

4. DC 電圧を読み取る よ う にマルチ メ ータ を設定し ます。

5. 5X および 25X 減衰設定両方の出力電圧が 0V ±3.0 mV であ る こ と を

確認し ます。

6. 検査記録に結果を記録し ます。

注 ： 以下の手順を 開始する 前に、 39 ページを 参照し て（ 検査記録を 複写し てい
ない場合は） 検査記録を 複写し 、 性能試験の結果を その用紙に記録し てく だ
さ い。 
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性能検査
DC ゲイ ン精度

こ の検査では、 5X および 25X 減衰設定におけるプローブの DC ゲイ ン
精度をチェ ッ ク し ます。

5X 減衰におけるゲイ ン
のチ ェ ッ ク

1. プローブの減衰を 5X に設定し ます。

2. 図 11 に示すよ う に、Tip-Clip アセンブ リ を使用し てプローブを電源
に接続し ます。 DMM の 1 つを使用し て電源電圧を監視し ます。

図 11 ： DC ゲイ ン精度の設定

3. 電源をおよそ +0.5 V に設定し ます。 この電圧は、 この減衰設定にお
けるプローブのダ イナ ミ ッ ク ・ レ ンジの 80% に相当し ます。 この電
源電圧を Vin1 と し て記録し ます。

4. 出力電圧 （2 番目の DMM） を Vout1 と し て記録し ます。

5. 電源から検査 リ ード を取 り 外し ます。DMM の リ ード はアダプタに接
続し たま まにし ます。

6. 図 12 に示すよ う に、電源の 2 本のバナナ ・ リ ード を入れ替えて、 プ
ローブ入力に加え る電圧の極性を反転させます。 

7. 実際の電源電圧 （今回は負の値） を Vin2 と し て記録し ます。 
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性能検査
図 12 ： プローブ入力に対し て電源の極性を反転

8. 2 番目の DMM の出力電圧 （今回は負の値） を Vout2 と し て記録し

ます。

9. 次の式でゲイ ンを計算し ます。 （Vout1 - Vout2） ÷ （Vin1 - Vin2）

10. ゲイ ンが 0.2、 ±2.0% であ る こ と を確認し ます。

11. 5X 設定に対し て計算し たゲイ ンを検査記録に記録し ます。

25X 減衰におけるゲイ ン
のチ ェ ッ ク

1. プローブの減衰を 25X に設定し ます。

2. 手順 2 ～ 9 を繰り 返し ますが、手順 3 では電源を 1.6 V に設定し ます。

3. ゲイ ンが 0.04、 ±2.0% であ る こ と を確認し ます。

4. 計算し たゲイ ンを検査記録に記録し ます。
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性能検査
立上り時間

こ の手順では、 プ ローブが立上 り 時間の仕様を満たす こ と を検査し ま
す。 テス ト ・ システム単独 と プローブを含めたテス ト ・ システムの 2 つ
の立上 り 時間を測定し ます。こ の 2 つの測定値を使用し てプローブの立
上 り 時間を計算し ます。 

こ の検査では、 80E0X サンプ リ ング ・ モジ ュールの TDR 機能を高速な
立上 り 時間の信号ソース と し て使用し ます。80E03 または 80E04 サンプ
リ ング ・ ヘッ ド ・ モジ ュール と共に 80A03 TekConnect プローブ ・ イ ン
タ フ ェース を使用し て立上 り 時間を測定し ます。以下の手順では測定機
能をオシ ロ ス コープの特定のチャ ンネルに割 り 当てますが、有効なチャ
ンネルを任意に組み合わせて使用する こ と ができ ます。

こ の検査では、 両方のプローブ減衰設定をチェ ッ ク し ます。

以前に校正アダプタ を使用し た経験がない場合は、34 ページの「 プロー
ブ校正アダプタの接続」 を参照し て く だ さい。

プローブ校正アダプ タ
の接続

プローブ校正アダプタ を接続し た り 取 り 外し た り する場合には、次の手
順に従って く ださい。

図 13 ： Tip-Clip エジ ェ ク タ

1. プ ラ ス チ ッ ク のね じ を緩め、 固定バーを向 こ う 側へず ら し ま す。
34 ページの図 14 を参照して く ださい。

2. Tip-Clip エジェ ク タが見え る よ う にプローブ ・ チ ッ プの位置を合わ
せます。 + の極性マーク を校正アダプタの信号 ト レースに合わせて
く ださい。

3. プローブ校正アダプタに組み込まれたプローブ Tip-Clip アセンブ リ
の方にプローブ ・ チ ッ プを ス ラ イ ド させます。 カチ ッ と い う 音がし
てプローブ ・ チ ッ プがはま り ます。

注意 ： アダプタから取 り 外す と きにプローブ ・ チッ プが損傷するのを防ぐ
ために、 校正アダプ タ に接続する前に Tip-Clip エジ ェ ク タ をプ ローブ ・
チッ プに取 り 付けて く ださい。 プローブ ・ チッ プに Tip-Clip エジェ ク タが
取 り 付け られていない と 、 取 り 外しは難し く な り ます。 
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性能検査
図 14 ： プローブ校正アダプ タ と プローブ

4. 固定バーをプローブの上を またぐ よ う にし て元の位置に戻し、 プラ
スチッ クのねじ を きつすぎない程度に締めます。

プローブ・チップの

1. 取 り 外しプラ スチ ッ ク のねじ を緩め、 固定バーを向こ う 側へずら し
ます。 図 14 を参照し て く だ さい。

2. ピンセ ッ ト を使用し て Tip-Clip エジェ ク タ をプローブ側 （組み込ま
れた Tip-Clip アセンブ リ の反対側） に押し ます。 Tip-Clip エジェ ク
タがプローブ ・ チ ッ プの段付き部分を越え る と、 カチ ッ と い う 音が
し てプローブ ・ チッ プが緩みます。

3. 緩めたプローブ ・ チ ッ プを校正アダプタから取 り 外し ます。
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25X 減衰における立上り

時間のチ ェ ッ ク

1. 図 15 に示すよ う に測定機器を接続し ます。 

2. 80A03 の少し剛性を持つ SMA コネ ク タ を使用し て、プローブの出力
と 80E0X モジ ュールの入力を接続し ます。 コネ ク タへのス ト レ ス を
避ける ため、 80E04 パルサでサポー ト を提供し ます。

図 15 ： テス ト ・ システムの立上り時間の構成

3. チャ ンネル 4 をオンにし、垂直ス ケールを 50mV/div に設定し ます。

注： コ ネク タ が機械的に変形する のを 防止する ために、SMA コ ネク タ を 使用し
て作業を 行う 際には取り 扱いに注意し てく ださ い。 機器を 支え、 ト ルク ・ レ ン
チを 使用し て接続を  7 イ ン チ-ポン ド に締め付けま す。 

注 ： 80A03 フ ァ ーム ウ ェ アのバージョ ン は、 バージョ ン V 2.0 以降を 使用する
必要があり ま す。 フ ァ ームウ ェ ア・ バージョ ンのラ ベルは、 機器の後部パネル
に付けら れていま す。
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性能検査
4. チャ ンネル 8 のサンプ リ ング・ヘッ ド を TDR モード に設定し ます。 
SETUP DIALOGS （セ ッ ト ア ッ プ ・ ダ イ ア ロ グ） ボタ ンを押し、
TDR （TDR） タブを選択し ます。 図 16 を参照し て く だ さい。

図 16 ： TDR パラ メ ータの設定

5. チャ ンネル 3 のプ リ セ ッ ト を設定し ます。 サンプ リ ング ・ モジ ュー
ルの SELECT channel （チャ ンネルの選択） ボタ ンの横にあ る赤いラ
ンプが点灯し、そのチャ ンネルの TDR がア ク テ ィ ブであ る こ と を示
し ます。 

TDR のプ リ セ ッ ト 機能によ って、Trigger （ ト リ ガ） メ ニューの Internal
Clock （内部 ク ロ ッ ク） の設定、 TDR Setups （TDR セ ッ ト ア ッ プ） メ
ニューの TDR Step （TDR ステ ッ プ） の選択、 TDR Setups （TDR セ ッ
ト ア ッ プ） メ ニューのチャ ンネルの選択およびア ク イ ジシ ョ ン単位の
選択、 水平軸のス ケール、 位置、 および基準の設定が行われます。 
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性能検査
6. チャ ンネル 3 および 8 が非表示にな り 、 チャ ンネル 4 のみがス ク
リ ーンに表示されます。

7. ト リ ガ ・ モード を Internal Clock （内部ク ロ ッ ク） に設定し ます。

8. オシ ロ ス コープの水平位置コ ン ト ロール と 垂直位置コ ン ト ロールを
調整し て、図 15 に示すよ う な信号を表示し ます。

9. オシ ロ ス コープの水平ス ケールを 100 ps/div に設定し、 波形を中央
に配置し ます。

10. オシロ ス コープの測定機能を使用して、立上 り 時間を表示し ます。必
要に応じ、 アベレージングを使用し てパルス ・ エ ッ ジ測定の安定性
を向上させます。 立上 り 時間は、 波形の 10% ～ 90% の振幅ポイ ン ト
で測定し ます。 立上 り 時間は、 TDS8200 シ リ ーズ ・ オシ ロ ス コープ
の自動測定機能を使用し て測定でき ます。 システムの立上 り 時間を
ts  と して記録し ます。 この値は、5X と  25X 両方のプローブ立上 り 時

間の計算に使用し ます。

以下の手順では、 プ ローブが含まれた図 17 に示すよ う な機器設定を
構成する方法について説明し ます。 手順 17 で測定する シ ス テム と プ
ローブの立上 り 時間 （ts+p） は、 手順 18 のプローブの立上 り 時間 （tp）

の計算に使用し ます。

図 17 ： テス ト ・ プローブの立上り時間の設定
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性能検査
11. プロ ーブを 80A03 TekConnect プロ ーブ・ イ ンタ フェ ースに接続し ます。 

12. プローブ校正アダプタに付属し ている SMA 50 Ω 終端装置が、 アダ
プタの空いている SMA 入力に接続されている こ と を確認し ます。

13. プローブの減衰を 25X に設定し ます。

14. 34 ページの図 14 に従って、プローブ入力をプローブ校正アダプタに
接続し ます。 TDR 機能がまだア ク テ ィ ブである こ と を確認し ます。

こ こ では、 機器設定を図 17 に示すよ う に接続する必要があ り ます。

15. 垂直ス ケールを 50 mV/div に調整し 、アベレージングをオンにし ま す。

16. ス テッ プ・ エッ ジを見つけやすく する ために水平ス ケールを拡大し 、
エッ ジが中央に表示さ れている 状態で水平方向のレンジを 100 ps/div
に調整し ま す。 測定の表示をよ り 安定さ せる ために、 アベレージング
をオンにし ま す。

17. オシロ ス コープの測定機能を使用し て、立上 り 時間を表示し ます。立
上 り 時間は、 波形の 10% ～ 90% の振幅ポイ ン ト で測定し ます。 立上
り 時間を ts+p と して記録し ます。

18. 次の式を使用し て、 プローブの立上 り 時間を計算し ます。

19. 計算し たプローブの立上 り 時間を検査記録に記録し ます。

5X 減衰における立上り
時間のチ ェ ッ ク

20. プローブの減衰を 5X に設定し ます。

21. 5X 減衰設定に対し て手順 16 ～ 19 を繰 り 返し ます。

tp t s p+( )
2

ts
2–=
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性能検査
検査記録

プローブのモデル / シ リ アル番号 ： __________________________ 証明書番号 ：  _____________________________________________________

温度 ： _____________________________________________________________________ 相対湿度 % ：  _____________________________________________________

校正日 ： _________________________________________________________________ 技術者 ：  ___________________________________________________________

性能試験 最小 結果 最大

出力オフ セッ ト 電圧 　 　 　 　25X

± 3 mV（ 20 °C ～ 30 °C) - 3 mV + 3 mV

5X

± 3 mV（ 20 °C ～ 30 °C) - 3 mV + 3 mV

DC 減衰精度 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　25X 0.0392 0.0408

5X 0.196 0.204

立上り 時間 25X N/A 40 ps

10- 90 % 5X N/A 40 ps
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ユーザ ・ サービス

こ こ では、ト ラ ブルシュ ーティ ングと プロ ーブの保守について説明し ます。 

プローブ / アダプ タ / オシロスコープの互換性

P7313 差動プローブは、 すべての TekConnect イ ン タ フ ェース ・ オシ ロ
ス コープおよびアダプタ と 連携し て機能する よ う に設計されています。
ただし、 プローブの機能が正し く 動作し ない場合があ り ます。

エラーの状態

プローブの LED は、 プローブに影響を与え るエラーまたはステータ ス
の状態を通知し ます。 プローブの LED が点滅し た り 正常に機能し てい
ない場合は、 エラーの状態にあ る可能性があ り ます。 当社代理店に保守
サービ ス をご依頼 く ださい。

プローブが正常に機能し ている場合は、プローブをオシ ロ ス コープに接
続し た直後に LED が速 く 点滅し ます。

交換部品

プローブ内にはユーザが交換でき る部品はあ り ません。プローブの交換
可能なア ク セサ リ の一覧については、 お使いの製品のユーザ ・ マニュ ア
ルを参照し て く ださい。 

性能検査でテス ト し た結果、お使いのプローブが仕様を満た し ていない
場合は、 修理のためにプ ローブを当社にお送 り く だ さ い。 42 ページの
手順に従って、 輸送中にプローブが損傷するのを防止し て く ださい。

表 8 ： 差動プローブの互換性に関する問題

兆候 可能性のある原因

P7313 差動プローブが、 80A03
TekConnect プローブ・ イ ンタ
フ ェ ース・ アダプタ と 連携し
て機能し ない

80A03 アダプ タの赤い LED が
点灯し、 プローブ との互換性
がないこ と を示す。 

80A03 アダプ タにはバージ ョ ン V2.0 以降の
フ ァームウ ェ アが必要です。 フ ァームウ ェ ア ・

バージ ョ ンのラベルは、 機器の後部パネルに付
けられています。 アダプ タのフ ァームウ ェ アの
更新については、 Tektronix にお問い合わせ く だ
さい。
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ユーザ ・ サービ ス
輸送の準備

元の梱包資材が使用に適し ていないか使用でき ない場合は、次の梱包の
ガイ ド ラ イ ンに従って く だ さい。 

1. 内径がプローブの寸法よ り 少な く と も 1 イ ンチ （2.5 cm） 大きい、
ダ ン ボールの輸送用カー ト ン を用意 し ます。 こ の箱は少な く と も
200 ポン ド （90 kg） のカー ト ン ・ テス ト 強度を持っている必要があ
り ます。

2. プローブを湿気から防ぐために、 静電気防止用の袋または包装材に
収めます。

3. 包装資材に入ったプローブをカー ト ンに収め、 軽い梱包資材を使用
し て固定し ます。

4. 輸送用テープを使用し てカー ト ンを密閉し ます。

5. 送付先の住所については、「P7313 12.5 GHz および P7380 8 GHz 5X/
25X 差動プローブ ・ ユーザ ・ マニ ュ アル」 の初めに記載されている
Tektronix 連絡先を参照し て く ださい。
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